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Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
推
進
は
、
関

税
を
原
則
撤
廃
し
、
農
林

漁
業
と
国
民
の
食
料
に
大

打
撃
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
食
の
安
全
、
医
療
、
金

融
、
保
険
、
官
公
需
・
公

共
事
業
の
発
注
、
労
働
な

ど
、
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
「
規
制
緩
和
」

を
ね
ら
う
も
の
で
す
。

県
内
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
反
対
の
声
と
運
動
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

11
月
25
日
に
は
、
県
医

師
会
や
看
護
協
会
な
ど
５

団
体
で
構
成
す
る
や
ま
が

た
県
民
医
療
推
進
協
議
会

が
「
医
療
の
格
差
に
つ
な

が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
反
対
」
を
含
む
「
国
民

皆
保
険
の
恒
久
的
堅
持
と

地
域
医
療
の
再
興
を
求
め

る
」
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
29
日
に
は
、
農

民
・
農
業
団
体
、
建
設
業

者
、
消
費
者
団
体
な
ど
幅

広
い
参
加
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
断
固
阻
止
」
県
民

緊
急
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。渡

辺
県
議

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
断
固

反
対
す
べ
き
」

12
月
12
日
、
県
議
会
予

算
特
別
委
員
会
で
渡
辺
ゆ

り
子
県
議
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
取
り
上
げ
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
に
断
固
反
対
す

べ
き
」
と
あ
ら
た
め
て
知

事
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
政
府
か

ら
十
分
な
情
報
提
供
が
さ

れ
て
い
な
い
現
段
階
に
お

い
て
は
わ
が
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
参
加
表
明
す
べ
き

で
な
い
」
と
答
弁
を
行
い

ま
し
た
。

県
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
20
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
渡
辺
ゆ
り
子
県
議

は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
安
心
こ
ど
も
基
金
・

介
護
基
盤
職
員
基
金
の
積
み
増
し
な
ど
を
含
ん

だ
補
正
予
算
（
別
記
）
に
賛
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

つ
い
て
」
「
大
規
模
リ
ス
ト
ラ
と
雇
用
」
「
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
」
「
就
学
援
助
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

予算特別委員会で質問する渡辺県議（12月12日）

○「国補正予算関連基金の積増し」

・緊急雇用創出事業基金

被災者見守り相談訪問活動支援など

・子ども安心基金

保育所整備（５か所程度）

・介護基盤緊急整備等基金

地域密着型特別養護老人ホーム他（26施設）見込み

○ 土木公共事業

・道路事業

通学路の歩行空間確保、橋梁の長寿命化など

2012年度12月補正予算から抜粋

36億4000万円

8億4400万円

うち3億200万円

2013年度予算要求概要
各部局が出した来年度予算要求の一部を紹介します

☆ 多子世帯における保育料負担軽減の拡充【一部新規】

☆ 放課後児童クラブの障がい児受入助成の拡大【新規】

☆ 看護師確保対策として「看護教員養成講習会の開催」【新規】

「看護師養成定員増に向けた準備」【新規】

☆ 高齢者安心生活構築推進事業 市町村の取り組み支援【新規】

☆ 市町村再生可能エネルギー導入推進支援【新規】

☆ 安心な雪国づくり推進事業費 市町村への交付金交付

☆ 特別支援学級への少人数学級編制の導入【新規】

★ やまがた算数・数学コンテストの小中学生への対象拡大

★ 新幹線推進県民運動 奥羽･羽越新幹線の機運醸成【新規】

県
は
、
看
護
職
員
不
足
の
解
消

を
め
ざ
し
、
看
護
職
員
需
要
見
通

し
（
２
０
１
１
〜
１
５
年
度
）
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
見
通
し
で
は
、
１
５
年
度
で
４

４
９
人
不
足
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
２
月
に
は
、
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
か
ら
「
看
護
師
養
成

数
増
を
求
め
る
」
請
願
が
県
議
会

に
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
の
定
員
増

の
方
針
は
中
長
期
的
な
課
題
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

県
「
定
員
増
も
検
討
し
た
い
」

12
月
18
日
、
県
議
会
厚
生
環
境

常
任
委
員
会
で
、
渡
辺
県
議
は

「
医
師
は
山
大
に
要
請
し
て
増
や

し
て
き
た
が
、
看
護
師
は
増
え
て

い
な
い
」
と
あ
ら
た
め
て
指
摘
。

看
護
師
定
員
増
に
つ
い
て
県
の
考

え
を
問
い
ま
し
た
。

県
は
「
学
生
に
４
年
制
大
学
の

志
望
傾
向
が
あ
る
。
定
員
増
も
検

討
し
た
い
」
と
答
弁
を
し
ま
し
た
。

一
歩
前
進
で
す
。

看
護
学
校
卒
業
生
の
４
割
が
県

外
に
流
出
し
て
い
る
問
題
も
あ
り

ま
す
。
前
県
政
が
休
止
し
た
「
看

護
奨
学
金
」
な
ど
と
合
わ
せ
た
検

討
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

看護師養成増などについて県と県内民間病院の看護師長,部長らと
懇談（２０１１年９月１６日 県庁）

「TPP断固反対」のぼり旗を掲げるトラクター
（グリーンウェーブ全国一斉山形行動、11月）



世代
年収 1997 2007 1997 2007

100万円未満 9.60% 12.60% 10.80% 10.40%
100～149万円 7.20% 9.90% 5.00% 7.20%
150～199万円 10.20% 12.30% 3.80% 5.70%
200～249万円 17.50% 19.20% 5.90% 9.30%
250～299万円 16.20% 14.80% 6.10% 8.80%
300～399万円 24.90% 18.90% 16.40% 18.70%
400～499万円 10.20% 7.90% 19.50% 16.30%
500～699万円 3.20% 2.80% 23.70% 16.60%
700万円以上 0.50% 0.40% 8.40% 6.00%

20代 30代

出典：平成23年版　子ども・子育て白書(内閣府)

（か所数） （人）
青森県 43 1,178

岩手県 57 1,087

宮城県 86 2,108

秋田県 15 257

山形県 111 2,685

福島県 98 2,165

認可外保育施設数
と入所児童数
2011年3月31日現在

平成2010年度 認可外保育施設の現況取りま

とめ(厚労省）

山形県は東北で最も多い

義
務
教
育
は
無
償
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
様
々
な
費

用
が
か
か
り
ま
す
。

教
科
書
こ
そ
無
償
で
す
が
、

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
ラ
ン

ド
セ
ル
な
ど
の
学
用
品
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
、
生
徒
会･

Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
な
ど
な
ど
で
す
。

一
方
、
20
代
、
30
代
の
子
育

て
世
代
の
所
得
は
、
こ
の
10
年

で
低
所
得
層
に
大
き
く
シ
フ
ト

し
（
表
参
照
）
、
同
時
に
失
業

と
不
安
定
雇
用
が
増
え
ま
し
た
。

就
学
困
難
な
児
童
生
徒
に
は

給
食
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど
を

渡辺ゆり子県議（本会議）

１
、
３
分
の
１
に
減
ら
し
、
避

難
者
か
ら
「
二
重
生
活
で
支
出

が
多
い
」
「
厳
し
す
ぎ
る
」
と

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
渡
辺
県
議
は
制

度
の
弾
力
運
用
を
求
め
、
県
は

「
制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
努

め
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

※
避
難
者
の
就
学
援
助
は
、
昨
年

度
か
ら
一
般
と
は
別
に
県
が
基
金(

財

源
は
国
か
ら
全
額)

を
設
け
、
市
町
村

に
交
付
し
て
い
ま
す
。
認
定
要
件
は

市
町
村
判
断
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
給
す
る
市
町
村
の
「
就
学
援

助
」
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
山

形
県
は
約
７
％
（
全
国
16
％
）

と
低
い
利
用
率
で
す
。

12
月
12
日
、
渡
辺
ゆ
り
子
県

議
は
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会

で
「
子
ど
も
の
貧
困
率
が
上
が

り
６
人
に
１
人
と
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
指
摘
し
、
就
学
援
助

県
は
今
年
度
か
ら
「
子
育

て
支
援
医
療
給
付
」
の
所
得

制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
対
象
年
齢
は
、

通
院
が
就
学
前
ま
で
、
入
院

が
小
６
ま
で
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

対
象
年
齢
拡
大
の
流
れ

一
方
、
県
内
の
35
自
治
体

中
18
自
治
体
が
独
自
に
対
象

を
中
３
ま
で
、
隣
県
で
も
福

島
県
は
18
歳
ま
で
、
秋
田
県

は
所
得
制
限
は
つ
き
な
が
ら
、

小
６
ま
で
対
象
年
齢
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
か
ら
は
「
ア
ト

ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
な
ど

長
期
通
院
の
経
済
的
負
担
が
あ

る
」
「
制
度
の
お
か
げ
で
安
心

感
が
あ
る
が
、
ぜ
ひ
中
３
ま
で

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
県
議
「
制
度
拡
大
を
」

12
月
12
日
、
渡
辺
ゆ
り
子
県

議
は
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会

で
、
知
事
に
対
象
年
齢
拡
大
に

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

吉
村
知
事
の
答
弁
は
「
引
き

続
き
総
合
的
に
検
討
し
た
い
」

と
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
は
来
年
度
予
算
要
求
で
、

学
童
保
育
へ
の
「
障
が
い
児
受

け
入
れ
助
成
」
を
拡
大
す
る
た

め
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
推
進

事
業
」
の
増
額
要
求
を
行
い
ま

し
た
。

学
童
関
係
者
や
山
形
市
か
ら

「
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
人
数

に
応
じ
た
対
応
」
を
望
む
要
望

が
出
さ
れ
、
県
も
「
目
を
離
せ

な
い
現
状
は
聞
い
て
い
る
。
県

の
対
応
は
検
討
し
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
12
月
18
日
の
厚

生
環
境
常
任
委
員
会
で
あ
ら
た

め
て
「
現
場
で
の
切
実
な
要
求

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

ま
だ
、
予
算
要
求
の
段
階
で

す
が
一
歩
前
進
で
す
。

の
積
極
活
用
を
求
め
ま
し
た
。

県
内
避
難
者
か
ら

「
厳
し
す
ぎ
る
」
の
声

ま
た
、
就
学
援
助
に
つ
い
て
、

県
内
避
難
者
か
ら
認
定
が
「
厳

し
す
ぎ
る
」
と
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
ほ
と
ん
ど
の
避

難
者
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
度
、
あ
る
市
で
は
所
得
基

準
を
設
け
、
認
定
数
を
２
分
の

大
企
業
は
２
６
０
兆
円
も
の

内
部
留
保
を
た
め
込
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
に

電
機
産
業
で
13
万
人
の
リ
ス
ト

ラ
を
進
め
、
県
内
で
も
大
手
工

場
の
縮
小
・
撤
退
が
公
表
さ
れ
、

リ
ス
ト
ラ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
「
結
婚
が
で
き
な

い
」
「
子
供
が
産
め
な
い
」
な

ど
少
子
化
に
拍
車
が
か
か
り
、

地
域
経
済
や
自
治
体
へ
の
影
響

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

渡
辺
県
議
は
、
予
算
特
別
委

員
会
で
、
自
治
体
に
事
前
通
告

が
必
要
で
な
い
か
と
県
に
提
案

し
ま
し
た
。

県
は
来
年
度
予
算
要
求
で

「
保
育
料
の
軽
減
を
広
げ
た
い
」

と
し
て
「
多
子
世
帯
に
お
け
る

保
育
料
負
担
軽
減
事
業
」
の
増

額
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

今
、
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
認

可
保
育
園
が
少
な
い
。
入
所
で

き
な
い
と
働
け
な
い
。
認
可
外

は
高
く
て
入
れ
な
い
」
と
の
声

や
認
可
外
保
育
施
設
か
ら
も

「
保
育
料
が
高
く
二
の
足
を
踏

む
現
状
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
育
料
軽
減
と
認

可
保
育
所
増
設
と
あ
わ
せ
た
施

策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

県
議
会
12
月
定
例
会
最
終
日
、

政
務
調
査
費
条
例
が
「
改
正
」

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
国
の
法

改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
使

途
範
囲
を
「
調
査
研
究
活
動
費
」

か
ら
「
調
査
研
究
活
動
・
そ
の

他
の
活
動
費
」
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。

政
務
調
査
費
を
め
ぐ
り
、
そ

の
使
途
な
ど
に
つ
い
て
住
民
か

ら
監
査
請
求
が
行
わ
れ
る
な
ど

批
判
や
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
12
月
20
日
の
本
会
議

で
、
渡
辺
県
議
は
「
住
民
の
声

を
聞
き
議
論
を
」
「
拙
速
な
改

正
は
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
」
と
反
対
討
論
し
ま
し
た
。

既婚者の割合を年収別に20代、30代の男性でみると、
３００万円を境に大きな差が見られる（同白書）

雇用対策の一層の強化を求める県労働組合総連合
(11月19日、県庁）

フ
ル
規
格
新
幹
線
の
推
進

吉
村
知
事
は
、
同
予
算
委
員

会
で
奥
羽
・
羽
越
新
幹
線
を
フ

ル
規
格
で
整
備
す
る
と
表
明
。

こ
れ
ま
で
、
山
形
新
幹
線
の

機
能
強
化
は
、
２
０
０
５
年
度

ま
で
に
複
線
化
や
在
来
線
区
間

の
時
速
１
６
０
㌔
運
転
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
さ
れ
、
多
額
な

費
用
に
見
合
う
時
間
短
縮
効
果
、

全
踏
切
の
立
体
交
差
化
の
困
難

性
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

フ
ル
規
格
で
、
さ
ら
に
多
額

な
費
用
と
在
来
線
存
続
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。


